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○　会議日程・付議事件 

 

　　会議日時　　令和５年６月１５日（木）　午後２時００分 

 

　　場　　所　　川西市役所　４階　庁議室 

 

 
日程 

番号

議案 

番号
付 議 事 件

備

考

 
１ 　議事録署名委員の選任

 
２ 　前回議事録の承認

 
３ 　教育委員の活動について

 
４ 議案第２４号 　教育行政事務評価委員の選任について

 
５ 諸報告

　令和５年５月１日時点の留守家庭児童育成クラブの

待機児童数について
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○　出席者 

 
教　育　長 石　田　　　剛

 
委　　　員 

（教育長職務代理者）
坂　本　かおり

 
委　　　員 治　部　陽　介

 
委　　　員 佐々木　歌　織

 
委　　　員 倉　見　昇　一
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教 育 推 進 部 副 部 長 
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兼教育保育職員課長（県費教職員担当） 
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中西　　　哲 

福本　　　靖 

岩脇　　茂樹 

 

上西　　浩之 

 

樋口　　大造 

的場　　秀樹 

川本　　圭亮
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金森　隆介 
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○　議案等審議結果 

 

 

 
議案 

 

番号

 

議 案 名 

提　出 

 

年月日

議　決 

 

年月日

議　決 

 

結　果

 
議案 

２４
　教育行政事務評価委員の選任について 5.6.15 5.6.15 可　決
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［開会　午後２時００分］ 

 石田教育長 　それでは、ただ今より、令和５年第１２回川西市教育委員会（定例会）

を開会いたします。 

　「本日の出席者」をご報告いたします。全員出席でございます。 

　なお、倉見委員につきましては、オンラインでの出席でございます。 

　倉見委員、入室確認をお願いいたします。

 

 倉見委員 　はい、入室しております。よろしくお願いいたします。

 

 石田教育長 　はい。よろしくお願いします。映像および音声により、委員本人である

こと、また、相互間での映像および音声の送受信が適正に行われているこ

とを確認できました。 

　全員出席でございます。なお、「事務局職員の出欠」につきましては、

事務局からご報告をお願いいたします。

 

 教育総務課長

（樋口）

　本日の事務局職員の出欠について、ご報告申し上げます。 

　本日は、議題に関係する職員が全員出席でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

 

 石田教育長 　はい。次に、本日の「議事日程」につきましては、配布しております議

事日程表のとおりであります。 

　これより日程に入ります。日程第１「議事録署名委員の選任」を行いま

す。教育長において、治部委員、佐々木委員を指名いたします。よろしく

お願いいたします。 

　では、次に、日程第２「前回議事録の承認」でございますが、事務局に

おいて調整し、第１０回定例会、第１１回臨時会の議事録の写しをお手元

に配布しております。 

　事務局から説明をお願いいたします。

 

 教育総務課長

（樋口）

　それでは、第１０回定例会、第１１回臨時会の議事録につきまして、ご

説明申し上げます。 

　まず、第１０回定例会の議事録につきましては、１ページ目に会議日程

・付議事件、２ページに出席者を、３ページに説明のため出席を求めた者、

４ページに議案と審議結果を、議事録につきましては５ページからでござ

いまして、会議次第に基づきご審議いただきました経過等につきまして、

調整させていただいております。 
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 　また、第１１回臨時会につきましても、同様に調整させていただいてお

ります。 

　最後に、署名委員の署名ということで、第１０定例会を佐々木委員、坂

本委員、第１１回臨時会を坂本委員、治部委員によりご署名を頂戴してお

ります。 

　以上でございます。

 

 石田教育長 　説明は終わりました。ただ今の説明について、質疑はございませんか。

よろしいですか。 

　それでは、お諮りいたします。第１０回定例会、第１１回臨時会の議事

録につきまして、これを承認することにご異議はございませんか。

 

 （「異議なし」の声）

 

 石田教育長 　異議なしと認めます。よって、議事録につきましては承認されました。 

　では次に、日程第３「教育委員の活動について」であります。 

　事務局から報告をお願いいたします。

 

 教育推進部長

（中西）

　それでは、５月分の教育委員の皆さまの活動について報告いたします。 

　まず、坂本委員におかれましては、兵庫県教育委員会連合会総会に参加

いただきました。また、新任管理職訪問で、けやき坂小学校、川西南中学

校を坂本委員に、桜が丘小学校、緑台中学校を佐々木委員に、多田東小学

校、北陵小学校を治部委員に訪問および視察していただいております。 

　主なものではございますが、報告させていただきます。

 

 石田教育長 　はい。ただ今の報告について、ご質問あるでしょうか。 

　それではちょっと、トピックも兼ねてお願いします。まず、坂本委員、

何か。

 

 坂本委員 　はい。ありがとうございます。５月は管理職訪問のほうへ行かせていた

だいて、川西南中学校とけやき坂小学校に伺ったんですけど、森田教頭先

生が猪名川町から来られて、猪名川町と川西の違いなんかはありますか、

みたいなことを話してたんですが、現場は特に変わりはないんですけど、

メールのやりとりなどが、猪名川町のほうがスムーズなようなことをおっ

しゃってて、でも、川西も大きく変わるということで、なんか期待するよ

うなことをおっしゃってるのと、すごく朗らかで、地域の方からも評判が
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 良いので、すごいうれしいなと思っています。 

　違う市町でこれから来られた先生方は、やっぱりそれぞれでいいなと思

ってたことと、今、新しい現場で混ぜ合わせてくれる力があるなと思って

いるので、とても楽しみにお話聞かせていただきました。 

　あと、けやき坂小学校は、前、佐々木委員が、黒板がカツカツ音がする

っていうの、私も本当にびっくりするぐらい音が。ホワイトボードにした

ほうがいいんじゃないかっていうご提案をされてたかと思うんですけど、

まだ黒板のままで、カツカツとすごい音がしていて、本当に後ろ側の子は

気になってしょうがないんじゃないかなっていうぐらい音が気になりまし

た。電子黒板が入るということだったので、もしかしたらその流れでホワ

イトボードを使われてないのか、用意ができてないのか、私には分からな

かったんですけど、ちょっと気になりました。 

　以上です。

 

 石田教育長 　どうぞ。

 

 坂本委員 　マイクでちょっと頭がパニックになったので、また思い付いたら言いま

す。すみません。

 

 石田教育長 　けやき坂小のホワイトボード、前一回確認したね。ちょっと事務局、説

明をお願いします。

 

 教育政策課長

（的場）

　昨年度は佐々木委員が行っていただいたり、お越しいただいて、われわ

れも一度現地行って、録音もして聞いてみたんです。確かに音が、特に黒

板に近い子供たちは聞こえるなって、ありました。ちょっと施設マネジメ

ント課とも話したんですけど、なかなか構造的な部分で、すぐにっていう

のはないんですけど、ただ、ほかの学校も含めてホワイトボードにする方

向になるのか、今おっしゃっていただいた電子黒板を利用するほうになる

のかによっては、少しそこ見極めた上で、もしそういう支障があるところ

はもうホワイトボード化に進めるのか、ちょっと一回検討はしていきたい

と思ってるんですけど、ちょっと今、すみません、すぐ動けてないのが今、

現状でございます。

 

 石田教育長 　はい。ありがとうございます。 

　迅速に交代をするに越したことはないんですけど、僕も行政におってあ

れなんですけど、コストで言うと、今、けやき坂、急激に子供の数が減っ
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 てるんですよ。多分、今年入学した１年生は半分ぐらいなってると思うん

ですよね。とすると、もうその仮設校舎自体を使う必要あるのかいうとこ

ろも、ちょっと立ち戻らないとあかんのかなというとこで、その間、先ほ

ど佐々木委員、坂本委員ご指摘したような、ちょっとやかましくて集中で

きないいうところを考えなあかんのですけど、ちょっとお時間頂けたらな

というふうに思っています。 

　それから、南中学校の森田教頭の話は、多分ですけど、これはもう僕の

推測でしかないんですけど、行政のネットワークと教育委員会のネットワ

ークが別になってて、セキュリティー上、教頭職が２つのパソコンを使っ

ていると。これはもう僕の教頭時代から非常に使い勝手が悪くて不要だっ

たんですけど、今年、夏以降、もう１台にするということで、ケンズのほ

うを導入するのと一緒に、そういう川西の教育委員会いうか、教育のネッ

トワークと一緒に１台にするということなので、その辺のところを指して

言っておられるのかなというふうには思います。 

　電子黒板自体に関して言うと、それが導入されると多分、猪名川町より

新しいい形の電子黒板になるので、よりいいものが入るんじゃないかなと

いうふうには期待はしてますけど。 

　思い出されましたか。

 

 坂本委員 　思い出しました。報告ではないですけど、先日、ＮＥＷ　ＥＤＵＣＡＴ

ＩＯＮ　ＥＸＰＯに、理事が発表されるということで伺ってきました。４

つの自治体の発表があったんですけど、川西市が一番いいんじゃないかな

と、私は勝手に、個人的に思ってます。素晴らしい発表でした。ありがと

うございました。

 

 石田教育長 　理事、突然指名して悪いんですけど、ＮＥＷ　ＥＤＵＣＡＴＩＯＮの発

表はどうだったか、ちょっと報告願います。

 

 教育推進部理

事 

（福本）

　発表については、中身の発表よりも、いかに市当局が理解してくれたか

ということを私は発表したので、早速幾つかのところから問い合わせがあ

って、やっぱり現場のその人たちの思いみたいなものを伝えることができ

たんかなと思ってます。これからですので、よろしくお願いします。 

　以上です。

 

 石田教育長 　理事、そう言っていただいてますけど、今までいろんな機器を、更新時

期がばらばらであるのを一つにもうまとめて、それがスケールメリットも
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 ありますし、同時に更新することのメリットもあるという点では、やっぱ

り画期的やったんじゃないかなというふうに思っています。 

　ＮＥＷ　ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ、いっぱい来てはったでしょ、思ったより。

 

 坂本委員 　すごい出展の会社もいっぱい来てはって、歩いてるだけでいっぱい声が

かけられて、すごい変な汗いっぱいかきながら。でも、こういう新しい視

点、音に注目して開発しましたみたいなだったりとか、いろんなものが置

いてあって目移りしつつ、いいブラッシュアップなったなと思って、勉強

になりました。

 

 石田教育長 　ありがとうございました。治部教育委員、何かありますでしょうか。

 

 治部委員 　はい。先月は小学校２つ訪問させてもらいました。１つの小学校で、非

常におとなしく学習や授業をしている学校が目立ちました。それがなぜな

んかと考えていた時に、たまたま佐藤学さんという方の本を読んで、学習

参加というキーワードにヒントを得たような気がしました。もしかしたら、

学校運営協議会とか、学習参加のようなものが影響して静かな学級の雰囲

気につながっているのかな、なんて、勝手に思いました。 

　保護者や地域が学校に参画して、それで学校を支えていく。子どもにと

ってはいろんな大人がそこにいることで、もしかしたら主体的な学びにつ

ながっているのと想像しました。あとは、もしかしたら授業のやり方が一

方的ではなく、教員と児童の双方向で子どもの意見を聞きながらやってい

るような授業の在り方だったのであれば、より子どもたちは主体的だった

のかなとか、そんなところに興味を持ちました。 

　以上です。

 

 石田教育長 　はい。ありがとうございます。佐藤学教授っていうのは、私ももう２、

３０年ずっと書籍等を読んであれしてるんですけど、「学びの共同体」っ

ていう、そういう活動をされてるんですけど、一つは、日本の学校の教室

はやかまし過ぎると。つまり、はい、はい、はい、はいって発表してく。

それを活発なように思っているけれども、実はそうじゃないんやと。 

　ああいう喧噪（けんそう）の中で学習を進めていること自体を活発と捉

えてることは、やっぱり大きな間違いやいうのが彼の持論で、それが転じ

て中学校で発表しなくて、しんとするじゃないですか。あれと同じ現象な

んよ。つまり、思考せずに反応しているだけで、深い考えに寄っていない、

つまり、ばんばん手挙げてるから活発なように見えるんだけど、実は深い
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 思考によってなくて、質問、発問されたことにぱっと答えてるだけやと。 

　それに子供たちが飽きてきたり、そこの成長につれて気付き始めると、

発表しなくなると。これを彼は「学びの逃走」って言ってるんですけど。

逃走っていうのは、逃げるって言ってるんですけど。だから、彼によれば、

やっぱりそういう活発に発表しているあれの裏返しが、中学校なってそう

いう形なってる。これは実は、根っこは一緒のもんだというのが一つの考

え方なんです。 

　だから、学びの共同体は、子供たち同士で学びを深めていくっていう、

そういう形で進んでいるということで。ただ、言われてる学校が入れてる

というよりも、中学校で言えば、緑台中学校が結構それについて取り組ん

で、学びの共同体みたいなんをしていましたが、なかなかやっぱり、教師

がそこの主導権を子供たちに渡すこと自体に非常に勇気が要りますし、そ

れなりの仕組みが要るので、なかなか難しいかなというふうに思うんです

けど、今、新しい書籍を佐藤学、出してるんで、また読んでいただいたら

いいかなと思います。ありがとうございます。でも、すごく大事な視点か

なというふうに思います。 

　佐々木教育委員、どうですか。

 

 佐々木委員 　私は、桜が丘小学校の山戸校長と、緑台中学校の河野校長とお会いして

きました。 

　どこの組織もそうなんでしょうけども、難しい人といいますか、必ず絶

対いると思うんですけども、チームワークでうまいこと、足りない部分っ

て言ったらあれですけど、補いつつされて、苦労しながらもされてるんだ

なっていうのがずっとありました。 

　また建物の話になるんですけど、桜が丘小学校はエレベーターの工事さ

れてますよね。私が行ってもう１カ月ぐらいたちますので、どう変わって

るかなんですけど、まだしばらく工事は続く、冬ぐらいまで続くんですか

ね。秋ぐらいですかね。なので、まだふさがれてないと思うんですけども、

要はコンクリート削って、建物はつって、そこをごみ袋みたいな、ビニー

ルで留めてるんです。それがやっぱり、風が吹くと埃っぽいというか、工

事現場の横歩く時に息止めて歩くような、あれが常に教室の前を、一定の

場所はしていて。 

　工事の粉じんが、ぽっと訪れた私も気になる程度だって、いたら慣れる

のか、慣れるのが果たしていいことなのか分かんないんですけども、自分

がもし、自分の子供がそこに通ってるんであれば、これ絶対物言いたいな

っていうような環境で、お子さんがどのように親御さんに伝えるかも分か
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 んないんですけども、私が感じたことをこの場で共有できればと思いまし

て、あれを何とかしてあげてほしいと思いました。 

　以上です。

 

 石田教育長 　はい。ありがとうございました。教育政策課、またこういう意見が出て

るということで、公共施設と一回と思います。保護者、子供からもそうな

んですけど、教育委員が実際に見られて感じてるとこなんで。 

　どっちになるんかな。総務なるんかな。ほんなら、教育総務でまたちょ

っと確認して、こういう意見が出てるということで。

 

 教育総務課長 

（樋口）

　実は、その件なんですけど、ひと月ほど前ですかね。保護者やと思うん

ですけど、問い合わせというか、苦情というかがありまして、今おっしゃ

ったことがまさしく起こってると、どうにかしてほしいということで、そ

れは施設マネジメントのほうにもお伝えして、業者のほうにも話をすると

いうことでしたんですけども、その時の苦情がちょっと行き過ぎているよ

うな面もあったんで、それはもうそこで終わってたんですけども。 

　ですので、今言われてた現象っていうのは、マネジメントのほうも把握

はされてて、多分、その都度業者にも指導はしていただいてるというふう

に、私たちは思っております。

 

 石田教育長 　基本的にそれでどんな対応したのかを、うちもちゃんと把握しておいて

くださいね。対応の有無も含めて、伝えましたじゃなくて。すみません、

そこを把握しておいたら、またうちも伝えられると思いますので、よろし

くお願いします。 

　佐々木委員、よろしいですか。

 

 佐々木委員 　はい。

 

 石田教育長 　倉見委員、お願いします。

 

 倉見委員 　すみません、特にありません。学校訪問などに行けなくて、大変申し訳

ありません。

 

 石田教育長 　いえ。ＥＤＩＸはどうでした？　ＥＤＩＸでしたかね。

 

 倉見委員 　そうですね。行きました。やはり企業の出展のほうは、坂本委員のおっ
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 しゃったように、非常に多くの企業が出展していましたが、全体的な傾向

でいくと、電子黒板、いわゆる我々が知っている、ひと昔前の電子黒板で

はなくて、もっと大型のモニターとパソコンを連動させた、ＧＩＧＡスク

ール構想にリンクしている形なのだと思いますけど、大型モニターでの電

子黒板、大型モニターと電子黒板の機能を足したような感じで、あまり時

間がなかったので、業者による説明は聞き逃しましたが、それが結構出展

されていたのが印象的だったですね。そういうのがトレンドなのだろうか

というイメージでした。 

　セミナーのほうは、高等教育の方に出ましたので、ここでご紹介するよ

うなことは特にありません。

 

 石田教育長 　そうですか。ごめんなさい、ＥＤＩＸじゃなくてＮＥＷ　ＥＤＵＣＡＴ

ＩＯＮでしたかね。

 

 倉見委員 両方行きました。

 

 石田教育長 　両方行かれたんですか。今日、ＥＤＩＸが大阪会場であって、何人かの

指導主事がそっち参加してると思います。

 

 倉見委員 　そうですか。

 

 石田教育長 　はい。ありがとうございました。 

　私のほうは、先ほど坂本教育委員が言われました、ＮＥＷ　ＥＤＵＣＡ

ＴＩＯＮ　ＥＸＰＯ　２０２３に行ってきて、２つお話を聞いてきました

ので、紹介しようと思います。 

　１つは、以前、倉見教育委員が紹介してくださったかなと思いますけど、

東北大学の大学院の情報科学研究科の堀田龍也教授のお話を、初めて生で

聞くことができました。今までいろいろ授業改革で聞いてたものの方向性

を再確認する形になりましたけど、やっぱり幾つかキーワードがあるなと

思いました。やっぱアンラーン、学び直しというか、今までの学びをどう

バージョンアップさせていくかいうところで、今までの授業は、今の授業

として有益なのかと。だから、昭和の時代の授業が、今の、これからの子

供たちに必要な学力というか、学びをちゃんと支援できてるのかというと

ころを、もう一度立ち止まらなあかんでしょうということです。 

　例えば、ＣｈａｔＧＰＴの話の時に、これを使ったらこんなことがあか

んで、あんなことがあかんでって言うけども、それはＧｏｏｇｌｅの検索
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 の時もきっと出てただろうし、ネットが入ってきた時も出てただろうし、

学校はどうしても新しいものを拒絶するような風土があると。ＣｈａｔＧ

ＰＴでも個人情報うんぬん言うてるけれども、裏を返せば、Ｇｏｏｇｌｅ

で自分の居場所を常に分かってるとか、いろいろ楽天やＡｍａｚｏｎを利

用する時に、自分の好みについて返信来る、あれはもう個人情報、そっち

のほうが個人情報じゃないだろうかと。現在は個人情報を拠出して社会の

利便性を手に入れてるので、どの情報を出したらいけないのかいうことは

大事だけども、個人情報のあれを恐れては全然いけませんよということを

言っておられました。それが１つです。 

　例としては、通知表の所見をＣｈａｔＧＰＴでしたらいいんやと。それ

で、それをたたき台に担任が書いていけば、ゼロから作るよりは全然いい

んじゃないかというようなことを言ってられましたね。 

　それからもう一つが、その新しい学びの考え方が、これからの子供たち

の社会に入っていく時の新しい働き方に対応してるのかいうことで、これ

も薄々感づいてることで、新入社員の勤続予定年数をアンケート採ったら、

１０年以内に転職したいという人が５１％。 

　つまり、１つの仕事にずっと就くっていう概念は、今の若い人たちはな

くて、流動化するのがもう見えてる。実際そうですよね。それから、こう

やってオープンＡＩ一回出してる、こういうＣｈａｔＧＰＴなんかで、き

っと事務職や生産職の仕事がなくなっていくと。ある意味、専門職が大事

になっていくと。そうした時に今の学びじゃ、全てのいろんな情報を頭に

入れるんじゃなくて、自分の興味持ったりしたことを専門的に学ぶという、

そういうスキルを身に付けるほうが必要だから、個別最適な学びというよ

うな言い方をしてるんやと。だからやっぱり、そういう専門職への移行を

考えなあかんのんちゃうかというのが印象的でした。 

　これはもう前から言われてることですけど、ＰＩＳＡの２０１８の中で、

学校外での平日のデジタル機器の利用状況を言われた時に、日本は圧倒的

にチャットとゲームが圧倒的なんですね。学習に使ってるのは海外に比べ

て、ＯＥＣＤに比べても１０分の１ぐらいでしかない。だから、どうして

もそういう端末が、ゲームとかそういうところのイメージが、保護者も子

供も強いということを言うてました。 

　もう一つ印象的だったんは、情報活用能力を調査した時に、小学校は正

規分布してないと。使える、使えないが。後ろに寄っていると。というこ

とは、小学校の低学年のうちに、キーボードまでは言わないけども、やっ

ぱり使えるようにしとかないと、高学年や中学校なった時にそれが差とな

って生まれてくるんじゃないかなということです。 
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 　２０２５年の全国学力・学習状況調査で、ＣＢＴでそういうふうに端末

でやるようになった時に、本当にそれに対応できんのかないうのを、私も

ちょっと考えさせられて。そこの講演を聞いてる時に、僕はｉＰａｄでず

っと記録を取ってた。隣の人は紙で取ってた。隣の人はパソコンで取って

た。そのことを堀田教授は言われてて、紙でも取るのか、デジタルで取る

のかは子供が決めることやと。一斉にノート開けなさいとか、タブレット

開けなさいじゃなくて、自分が必要なツールは自分で決めるんやと。それ

さえも統一しようというところに、ちょっと旧態依然としたところがある

んじゃないかなというのも挙げてました。 

　もう一つは、これまた教育委員の方で勉強せなあかんなと思ったんです

けど、デジタル・シティズンシップと。シティズンシップという考え方自

体はあったんですけど、それにデジタルが付いてて、デジタル技術の利用

を通じて社会に積極的に関与し参加する能力いうことで、非常に面白かっ

たです。授業改善とかそういうことにデジタル使うんだけど、もっと子供

たちに使わすために、例えば、お昼の放送を音声で流してるじゃないです

か。宝塚の安倉小学校なんかは、それを音声じゃなくて、もう映像で流し

ていると。お昼の映像ですと。だから、オグラテレビジョンという名前を

付けて出してると。それとか、小学校のＣＭを作ってそれを流していると。 

　やっぱりそういうところで使ってみて子供たちがやるというのと、これ

は教育委員会も考えなあかんのですけど、やっぱり現場からの提案で、タ

ブレットに９０以上のアプリを格納してると。だから、いろんなアプリを

積極的に導入しているということが活性化につながってるということです

ね。 

　もう一つ、僕がすごい面白かったんは、枚方中学校が生徒によるＩＣＴ

委員会という、生徒会の委員会をつくってるんです。風紀委員会とかあん

なんと一緒。ＩＣＴ委員会をつくってて、困った時の対処法とか約束事と

か、そんなんも自分たちで。これがシティズンシップになると思うんです

けど、自分たちのルールを自分たちで作って管理していくということをや

ってて、ＩＣＴ委員長とか副委員長が職員会議で提案したりとか、地域の

コミュニティーの方がタブレットの使い方分からへんかった時に、そこに

も講演しにいったりとか、そういうことをされているということで、今は

民間企業とのコラボもそういうＩＣＴ委員会が、こんなんできたらいいの

になというので提案してるいうことで、非常に子供が主体になってという、

デジタル技術、子供が主体になって進めていくいうところで、今度６月に、

書籍の宣伝もされてましたけど、書籍が発売されるらしいので、ぜひ一回

見てみたらいいかなというふうに思っていました。 
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 　それから、保護者の中で、ＧＩＧＡスクールの時に、タブレットを家に

持って帰ってきてほしくないという意見が一定程度あると。それはもう、

子供が勝手に使ってとかいうことで、非常にトラブルになるので持って帰

ってきてほしくないという意見があるのは枚方も一緒らしいですけど。た

だ、実際に子供がＩＣＴを使って勉強しているところや学んでいるところ

を、保護者が見ることによって納得できるというか。だから、そういう場

をやっぱり意識的につくっていかなければならないというのがいろいろ勉

強になったなということで。 

　またできたら、枚方に友人がいるので、そういうところをちょっと見に

いかせてもらおうかなと思うんですけど。活用率はめちゃくちゃ高いです

ね。やっぱり教員がすごく意識しているということで。そういう発表でし

た。長くなりましたけども、以上のような内容でした。 

　それでは、教育委員の活動については以上といたします。 

　それでは、日程第４、議案第２４号「教育行政事務評価委員の選任につ

いて」であります。 

　事務局から説明をお願いします。

 

 教育政策課長

（的場）

それでは、議案第２４号「教育行政事務評価委員の選任について」ご説

明申し上げます。議案書の３ページをお開き願います。 

　本案は、川西市教育委員会事務処理規則第１０条第１号の規定により、

議決を求めるものでございます。提案理由といたしましては、地方教育行

政の組織および運営に関する法律第２６条第２項の規定により、教育行政

事務評価委員を選任する必要があるためでございます。 

　では、議案書の４ページをお開きください。選任しようとする評価委員

は２名で、昨年度と同じく、押田貴久氏、安達友基子氏の２名を候補とい

たしております。任期は評価が終了するまでの、令和５年８月３１日まで

と考えています。押田氏は、埼玉県比企郡玉川村、現ときがわ町役場で６

年間勤務の後、東京大学大学院教育学研究科博士課程を単位取得退学さ

れ、東京女学館大学非常勤講師や、宮崎大学大学院教育学研究科准教授を

経て、現在、兵庫教育大学大学院学校教育研究科准教授を務められており

ます。 

　安達氏は、平成１８年１０月に弁護士登録され、梅田総合法律事務所を

経て、ルート法律事務所で弁護士をされています。また、平成２８年１２

月より吹田市の教育委員を、令和元年９月からは東大阪市の社会教育委員

を務められています。 

　押田氏、安達氏におかれましては、昨年度までの経験を踏まえて、より
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 的確なご意見を頂けることが期待でき、外部の視点から評価していただけ

るものと期待しています。２名とも教育に対する深い知見を持っておられ

ることから、評価委員として適任であると考えております。 

　以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

 

 石田教育長 　説明は終わりました。何か質問とかご意見ございますか。

 

 治部委員 　１回目の報告みたいなものはありましたか。もしあれば、またどこかで

共有いただければと思います。

 

 教育政策課長

（的場）

　事業評価の報告書を作成しております。ホームページにもアップしてお

りますし、また教育委員の皆さまにもお送りさせていただきます。

 

 石田教育長 　昨年度からこういう形いうことなので、昨年度の報告書、またデータで

送りますけども、完全に外部の方に見ていただいて、全ての事業を見てい

ただくの、なかなか難しいので、事業を絞って３年間で全部見ていただく

ようなことが一つ。 

　それともう一つは、できるだけ現場を見にいっていただいて、現場で感

じたこととか考えたことを出していただくいうことで、それぞれ教育関係、

造詣深い方なので、忌憚（きたん）ない意見を頂いて、結構いいなという

ことでしたので、この形をできれば、去年から始めたので、今年も続けた

いということで進めていると。 

　去年は確か、セオリアを見ていただいたんじゃないかなというふうに思

います。 

　押田准教授は兵教大で私もお世話になったんですけど、そういうトップ

リーダーセミナーでいろいろ享受いただいてますし、安達弁護士も、基本

的には吹田の教育委員いうことで、吹田市との比較でいろんなことも話さ

れるので、その辺ですごく、私はしばらくこの形で続けてみてもいいんじ

ゃないかなというふうに思っています。 

　よろしいですか。

 

 治部委員 　はい。

 

 石田教育長 　それでは、この議案第２４号について、ご異議ありませんか。

 

 （「異議なし」の声）
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 石田教育長 　ご異議なしと認めます。よって、議案第２４号につきましては可決され

ました。 

　次に、日程第５、諸報告「令和５年５月１日付時点の留守家庭児童育成

クラブの待機児童数について」であります。 

　事務局から説明をお願いします。

 

 入園所相談課

課長 

（川本）

　それでは、令和５年５月１日時点の留守家庭児童育成クラブ待機児童数

についてご報告させていただきます。 

　川西市では、５月１日時点の待機児童数について、これまで民間留守家

庭児童育成クラブの待機児童数を把握していなかったため、市立クラブの

みの待機児童数を報告させていただいておりました。今後の利用量の見込

みと確保方策を適切に検討するため、今回の令和５年５月１日時点の待機

児童より、市立クラブと民間クラブ合わせて、国の放課後児童健全育成事

業実施状況調査の考え方に基づき、待機児童数を取りまとめることといた

しました。 

　それでは、令和５年５月１日時点の留守家庭児童育成クラブ待機児童数

について報告いたします。資料をご覧ください。令和４年５月１日時点の

入所児童数は、市立、民間合わせて１，３３６人で、待機児童数は、民間

クラブを把握していなかったため、市立で２８人でしたが、令和５年５月

１日時点の入所児童数は１，４３８人と、前年度と比較し１０２人増。待

機児童数は２８人から３０人となり、２人増となっております。３０人の

内訳としては、市立クラブで１６人、民間クラブで１４人となっておりま

す。 

　なお、入所児童数および待機児童数には、令和４年度に実施した川西北

小学校、明峰小学校、多田小学校、北陵小学校の夏季休業期間中のみのク

ラブ利用予定者数６３人。令和５年度に実施する同じ４校と、新規開所す

る久代小学校、緑台および陽明小学校を加えた７校の、夏季休業期間中の

みのクラブ利用予定者数１０９人は含めておりません。 

　待機児童の学年別内訳をご覧ください。待機児童を学年別に見ますと、

令和４年度は、４年生が１７人と最も多くなっておりましたが、令和５年

度は、主に３年生から５年生で多くなっております。その下の、令和５年

国基準外については、市立クラブにおいて、ほかに利用可能な放課後児童

クラブがあるにもかかわらず、特定の放課後クラブを希望するなど、保護

者の私的な理由により待機している場合は待機児童数に含めないという国

調査基準の考え方に基づき、待機児童数から除いた人数で、２７人となっ
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［閉会　午後２時４７分］ 

 

以上会議の事項を記録し、相違ないことを認めましたので、ここに署名いたします。 

 

　　　令和５年６月１５日 

 ております。 

　次に、待機児童の校区別内訳をご覧ください。待機児童を校区別に見ま

すと、令和４年度は川西北小学校区で９人、明峰小学校区で８人、多田小

学校区で６人、北陵小学校区で５人でした。令和５年度は、久代小学校区

で３人、明峰小学校区で６人、多田小学校区で２人、多田東小学校区３人、

緑台小学校区２人、陽明小学校区で４人、東谷小学校区１０人となってお

ります。 

　また、国調査基準外の待機児童数は以下のとおり、桜が丘小学校が最も

多くなっております。令和４年度４月から、川西北小学校区で民間クラブ

が１カ所開設され、今年度、令和５年度からは、久代小学校と緑台および

陽明小学校で、新たに夏季休業期間中のみの一斉クラブを実施することと

いたしておりますが、依然として待機児童数が発生している状況です。 

　今後の待機児童対策としては、令和５年５月１日時点の入所児童数と待

機児童数の状況を分析し、今後の利用量の見込みを再度精査を行った上で、

民間クラブの誘致や夏季休業期間中のみのクラブ開設など、受け入れ児童

数の拡大に向けた取り組みを検討し、待機児童の解消を目指していきたい

と考えております。 

　説明は以上でございます。

 

 石田教育長 　ただ今の報告について、ご質問はございませんか。 

　一応、協議会で報告はさせていただいたんですけど、今後の対応をより

丁寧にしていくために、市だけじゃなくて、民間もきちっと見ていくとい

うことによって、今後どうしていくのかっていうことを諮っていこうかな

ということで、ちょっと事務局にはご負担かけるんですけど、丁寧に見て

いくということで、非常にいい取り組みかなというふうに思っています。

よろしいですか。 

　以上で、本日の議事は全て終了いたしました。次回の定例教育委員会は

７月２１日金曜日、午後２時から庁議室において開会の予定です。 

　これをもちまして、令和５年第１２回川西市教育委員会定例会を閉会い

たします。お疲れさまでした。ありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　　　治部　　　陽介　　㊞ 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　　歌織　　㊞ 


